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概要：褒める行為はコミュニケーション中で多く行われている．しかし，自身の褒め方がどの程度上手い
のかを把握できている人は少ない．その理由として，自身で自分の褒め方を把握することや，褒め方の上
手さを向上するための改善方法を適切に把握することが困難であることが挙げられる．これらを解決す
るために，本稿では話者の褒め方の上手さの評価を提示しながら，褒め方の上手さの改善案を提示する
フィードバックシステムの実装を行った．褒め方の上手さの改善案を作成する手法として表情に関する特
徴量である Action Unitsを使用した．上手く褒めるために重要である Action Unitsをもとに対話中の話
者の Action Unitsを変化させた顔画像を生成することで表情の改善案を提示した．

1. はじめに
コミュニケーションを行う際に褒める行為は多く行われ

ている．褒める行為とは，対象の行動や性格に向けられた
称賛を表現する言語・非言語行動と考えられている [1][2].

加えて，褒める行為は，褒める人から褒められる人への一
方的な意思の伝達ではなく複雑な社会的コミュニケーショ
ンであることが考えられている [3]．一方で，褒める行為
が苦手な人や褒める行為がより上手くなりたいと考えてい
る人が存在する．しかし，自分で自身の褒め方を認識し，
褒め方の上手さを向上することは困難である．この問題を
解決するために，我々は話者の褒め方の上手さの評価を提
示し，褒め方の上手さを向上するための改善案をフィード
バックするシステムを構築する取り組みを行う．
対話や特定のタスクに関するスキルを自動で評価しその

フィードバックを提示するシステムの研究としてソーシャ
ルスキル [4][5][6]，プレゼンテーションスキル [7][8] に関
する研究がある．これまで我々は，対話中の言語・非言語
行動から褒める行為を明らかにする取り組みを行ってい
る [9][10][11][12]．さらに，1発話中の非言語行動から褒め
方の上手さを自動で評価した結果を提示する取り組みも
行っている [13][14]．しかし，これらの研究では褒め方の
上手さの推論や褒めているか否かの検出，単に褒め方の評
価を提示するシステムにとどまっている．褒め方の評価を
提示するのみでは，自身の褒め方の上手さを向上させるこ
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とは困難であると考える．褒め方の上手さを向上させるた
めには，現在の自身の振る舞いと上手い褒め方の振る舞い
を比較し，具体的にどのように振る舞いを変化させればよ
いのか把握する必要がある．
そこで本稿では，褒め方の上手さの評価を提示しなが

ら，褒め方の上手さを向上させる改善案を提示するフィー
ドバックシステムを実装する．本稿での研究課題は対話し
ている映像を入力することで，褒め方の上手さを把握し向
上させる手法を明らかにすることである．

2. 提案手法
1章にて設定した研究課題を解決するために，対話中の

行動をもとにコミュニケーションに関するスキルを訓練
する研究 [4][5][6][7][8] を参考に褒め方の上手さのフィード
バックシステムの構築を行う．褒め方の上手さを向上させ
るためのフィードバック手法として，表情特徴量に着目し
た．表情に関するフィードバックは視覚的なフィードバッ
クの生成が可能であり，自身の振舞いと改善案の比較が容
易である．話者が褒めている際の表情を，上手く褒められ
ている際の表情に変化させた顔画像を提示することで，褒
め方の上手さを向上できると考えた．そこで褒め方の上手
さを向上させるフィードバック手法として，対話中の本人
の顔画像とその画像の表情を上手く褒められている際の表
情に変化させた顔画像を表示する手法を提案する．上手く
褒められている際の表情は，褒めるシーンを収録した対話
コーパスから，上手く褒められているシーンから抽出した
表情特徴量を使用した．



図 1 提案システムのフローチャート

3. 対話コーパス
本稿では先行研究にて構築された対話コーパスを使用し

た [11]．この対話コーパスには、2者の対面対話コーパス
と褒め方の上手さの評価データが含まれている．
2者対話コーパスは，日本語による 2者間対話を収録し、

言語・非言語行動を記録したものである．2者対話の参加
者は 20代の大学生 34名（男性 28名、女性 6名）で，17

組に分けた．17 組のうち 14 組が初対面，2 組が知人，1

組が友人であった．対話は話し手と聞き手の役割を設けて
実施した．話し手には過去頑張った話をしてもらい聞き手
には話し手の話を聞き褒めるように教示した．収録された
映像と音声をもとに人手で発話区間の付与と発話内容の書
き起こしを行った．発話区間は Inter–Pausal Unit（IPU）
[15]を使用し，無音区間が 400ms未満の連続した音声区間
とした．
褒め方の上手さの評価データは，5名のアノテータが聞

き手の各発話に対する褒め方の評価が記録されている．ア
ノテータは，聞き手の各発話に対して褒めているか/褒め
ていないかの判定を行い，褒めていると判定した場合は 1

（上手く褒められていない）～7（上手く褒められている）
の 7 段階で当該発話の褒め方の上手さを評価した．この
時，アノテータ 3 名以上が褒めていると判定した発話は
Praiseシーンとし，当該シーンを褒めいていると判定した
アノテータの評価の平均値を Praiseスコアとした．Praise

シーンは合計で 228シーンであった．Praiseシーンを下記
のように Praiseスコア低群，中群，高群の 3クラスに分割
した．
Praiseスコア低群: Praiseスコアが 3.8点以下の Praise

シーン （計 82シーン）
Praiseスコア中群: Praiseスコアが 3.8点より大きく 4.4

点未満の Praiseシーン （計 65シーン）
Praiseスコア高群: Praiseスコアが 4.4点以上の Praise

シーン （計 81シーン）
本稿では Praiseスコア高群を，上手く褒められているシー
ンとした．

4. 実装
2章にて提案したシステムの具体的な実装について述べ

る．提案システムのフローチャートを図 1に示す．提案シ
ステムは，入力部，音声認識部，特徴量抽出部，褒める行
為の検出部，褒め方の上手さ推論部，フィードバック生成
部，出力部からなる．

4.1 入力部
入力部では，話者が対話している映像と音声データ，事

前に構築された褒める行為の検出と褒め方の上手さを推論
する機械学習モデル，フィードバック生成のための表情特
徴量を受け取る．入力される映像データは，話者がカメラ
の正面を向いて対話しているシーンを撮影したデータで
ある．音声データに関しては，話者本人の音声のみが収録
されたデータである．機械学習モデルとフィードバック生
成のための表情特徴量の構築については，以降の項で説明
する．

4.2 音声認識部
音声認識部では，入力された音声から，発話されている

区間の検出とその区間の書き起こしを行った．入力された
音声データから音声区間検出モデルである Silero VAD[16]



を用いて音声区間を検出した．発話区間は先行研究におい
て IPU 400ms未満の連続した音声区間と定義されている．
本稿でも先行研究を参考に検出された音声区間から発話区
間を決定した．次に，音声認識モデルであるwhisper[17]を
用いて検出した発話区間の発話内容の書き起こしを行った．

4.3 特徴量抽出部
発話区間から言語・非言語行動に関する特徴量を抽出し

た．抽出する特徴量は先行研究 [18][9][10][11]と同様とし
た．抽出した特徴量について順番に説明を行う．
4.3.1 視覚的特徴量
顔画像処理ツールである OpenFace[19]を用いて，入力

された映像データから各話者の頭部・顔部の振舞いに関連
する特徴量と Action Units *1[20]に関する特徴量の抽出を
行った．発話区間における頭部の回転角度，視線の回転角
度，Action Unitsの強度について，それぞれ分散，中央値，
10パーセンタイル値，90パーセンタイル値を算出し計 88

の特徴量を抽出した．
4.3.2 韻律的特徴量
音声情報処理ツールである openSMILE[21]を用いて，入

力された音声データから，音声の韻律の代表的な特徴量，
発話に関する特徴量の抽出を行った．音声の韻律の代表
的な特徴量につき，統計量を算出した特徴量と，これらの
各特徴量を一次微分したものの計 988 の特徴量を抽出し
た [22][23]．
4.3.3 言語的特徴量
言語的特徴量の抽出方法として，発話内容をベクトル化

する方法を用いた. 具体的には，日本語事前学習済み*2の
BERTモデル [24]を利用し，褒める人の発話を 768次元の
ベクトルに変換し，特徴量を抽出した．

4.4 褒める行為の検出部
褒める行為の検出部では，4.3節にて抽出した特徴量を用

いて発話区間における褒めているシーンの検出を行った．
先行研究 [12]で構築された褒める行為の検出する機械学習
モデルを参考に，3章で説明した対話コーパスから 4.3節
と同様の特徴量を抽出し機械学習モデルの構築を行った．
4.3節で抽出した言語・非言語行動に関する特徴量を入力
として，当該シーンが褒めているシーンであるかそうでな
いかを出力する機械学習モデルである．

4.5 褒め方の上手さの推論部
褒め方の上手さの推論部では，4.3節にて抽出した特徴量
を用いて褒めているシーンの褒め方の上手さの推論を行っ
た．先行研究 [9][10]で構築した褒め方の上手さを推論する

*1 Action Units とは，頭部の向きや視線の角度と筋肉群の基本的
な行動の単位を表す．

*2 https://huggingface.co/cl-tohoku

図 2 表情に関するフィードバックの生成例

機械学習モデルをを参考に，3章で説明した対話コーパス
から 4.3節と同様の特徴量を抽出し機械学習モデルの構築
を行った．4.3節で抽出した言語・非言語行動に関する特
徴量を入力として，当該シーンの褒め方の上手さを 3クラ
スで出力する機械学習モデルである．出力されるクラスは
3章にて説明した 3クラスと同様である．

4.6 フィードバックの生成部
褒め方の上手さを改善できるようにするために表情に関

するフィードバックを生成した．発話中に表出した表情を
使用した顔画像と，上手く褒められている際の表情を参考
に，話者の表情を変化させた顔画像の生成を行った．上手
く褒められている際の表情として，3章の対話データにお
ける各 Action Unitsの強度を使用した．
上手く褒められている顔画像を生成するために，話者の

表情から変化させる Action Unitsの対象と値を決定した．
変化させる Action Unitsの対象は，Praiseスコア高群と
低群において各 Action Unitsの中央値の間で 5%水準で t

検定を行い，有意差のあった Action Units とした．変化
せる Action Unitsの値は，Praiseスコア高群の各 Action

Unitsの値の平均値を使用した．顔画像の生成には，Action
Unitsの強度を使用して表情を変化させた顔 3D CGモデ
ルを作成できる FaceGen[25]を使用した．実際の出力例を
図 2に示す．左側が当該発話区間の Action Unitsを使用
して作成した顔画像，右側が有意差のあった Action Units

を Praiseスコア高群の Action Unitsの平均値に変化させ
て作成した顔画像となっている．

4.7 出力部
出力は，実際の対話中の映像，褒めている発話区間のリ

スト，当該シーンの褒め方の上手さの評価とフィードバッ
クとした．実際の出力例を図 3に示す．左上には実際の
対話中の映像，左下には褒めている発話区間のリスト，右
上には当該シーンの褒め方の上手さの評価，右下には褒め



図 3 提案システムの出力例

方の上手さを向上させるための表情に関するフィードバッ
クを表示した．まず，ユーザは左下に示されているリスト
から参照したい発話を選択する．発話を選択することで
当該発話区間に対応する，映像，褒め方の上手さの評価と
フィードバックが表示される．そして，ユーザは自身が褒
めていたシーンと褒め方を確認することで自身の褒める行
為を振り返ることが可能である．さらに，右下の表情に関
するフィードバックを確認することで自身の表情をどのよ
うに変化させればよいか判断可能である．このように，自
身が褒めているシーンを振り返り，もし上手く褒めれれて
いない場合は改善案の具体例を視覚的にユーザに提示する
ことで，褒め方の上手さを向上することが可能であると考
えている．

5. おわりに
本稿では対話している映像を入力することで，褒め方の

上手さを向上させるための表情に関するフィードバックを
行う手法を明らかにするために，表情特徴量に着目した褒
め方の上手さのフィードバックの生成を行った．表情に関
するフィードバックとして，上手く褒めるために重要であ
る考えたAction Unitsの値を使用し，話者のAction Units

を変化させた顔画像を生成し提示した．
本システムには制約がある．まず，変化させる対象の表

情を決める際のAction Unitsの値が中央値であることであ
る．表情は発話中に様々に変化している．そのため，瞬間
的に変化があるAction Unitsについては対応できていない
可能性がある．今後は，表情の変化を考慮した上で，変化
させる Action Unitsの指標を検討する必要がある．さら
に，提示する顔画像についても発話中の表情の変化に対応
させた映像として提示することが必要である．次に，本シ
ステムでは表情に関するフィードバックまでにとどまって
いることである．褒める行為は表情以外の非言語行動や言
語行動も伴っている．これらの行動に関するフィードバッ
クも含めることでより褒め方の上手さの改善に貢献できる
と考えている．具体的な行動として，話し方や話す内容に

関するフィードバックを生成することを予定している．
今後の展望として，実際に提案システムを使用して，褒

め方の上手さにどのような影響があるのか実験を行う予定
である．
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